
  学校運営協議会だより 
  （コミュニティスクール）            令和６年１１月２０日 

第７９回 令和６年度第４回 学校運営協議会 
                 令和６年１１月１８日開催 

（岡本会長より）今回の学校運営協議会は、グループワークでの話し合いが中心となります。それ

ぞれのグループの中で、「子どもたちのために何か提案ができたら」と考えていただき、来年度に

向けて、協議していただきたい。忌憚ないご意見をいただければと思います。 

（神田教育長より）先日、職場体験で中学生が公民館や図書館や役場など町の施設に来て、自分から

進んで仕事に取り組んでくれました。その中であいさつなどの声が出にくい生徒もいたので、笑顔

は絶やさぬようにとお願いしました。11月は町内全小中が公開授業を実施しています。そのよう

な機会と準備を通して、生徒にとって授業がよりよくなっていくことに期待をしています。 

（浦島校長より）平素からの多方面での協力へ心から御礼申し上げます。2 学期も終盤となり、３

年生は進路決定に向けた面接練習などを通して、真剣なまなざしが見られます。２年生は職場体験

を通して、地域で働くことで活躍されている姿、がんばっている方々がたくさんいることを実感で

きた貴重な機会でした。１年生は今年度も、野上さんを始め関係者のお力も借りて、ミサワホーム

職員の方による「南極での仕事・活動の様子」の体験講話を予定しています。（２/６(木)１３：３

０～）キャリア教育として、自分の将来をイメージし、日頃の生活に生かすことがねらいです。 

 昨年度より先生方と生徒とお互い学ぶ姿勢を大切にしながら、授業改善と集団づくりを推進して

います。今年度も引き続き行っている授業研究などの活動を認めていただき、先日、岡山県の教育

関係功労者表彰として、勝央中学校が選ばれました。今後も生徒ともに日々の研鑽を重ねていきた

いと考えております。 

  

生徒の活動の様子（生徒指導主事より） 

先週、２年生は 3 日間の職場体験学習を地域の事業所のご協力でおこなうことができ、大変有

意義な体験となりました。仕事のやりがいとか生きがいなどのお話も聞くことができ、大変良い機

会となりました。短い期間でしたが様々な面で成長したように思います。また、今年度、不登校・

長欠生徒の対応が引き続き課題として捉えています。最近、日暮れが早いことや慣れからか、自転

車での接触や自損事故が頻発していることを心配しております。学校でも日々の交通ルールを守る

ことなど粘り強く指導していますが、地域からの情報提供や声かけもお力を借りられると大変あり

がたいです。 

 

校則について（学校より）生徒会本部の生徒からの発信で、生徒と教職員と相談しながら、話し合

いを重ねた校則の変更に向けての取り組みが紹介されました。現在は、防寒着についての変更や女

子の髪を一つにまとめたくくり方などについて PTAや保護者にご意見を聞きながら進めています。 

 

学校運営協議会の運営について 

・来年度予算について確認 

事務局より資料を説明し、来年度の予算案について、 

町教育委員会に要望を出しているため、 

昨年度から多少の増減等を確認しました。 

・来年度人事について確認 



グループ討議 「めざす生徒像・そのために何ができるか」                    

 

協議の概要を紹介します。 
 

Ａグループ： 

職場体験の受入可能先を探す協力体制について中心に協議しました。
現状の受け入れ先や子どもたちが希望する事業所を把握するとともに、

中学校の受け入れ先の基準などがあれば伝えほしいという意見や、多様

な職種の方からの講演会を行う機会を設けるなど仕事の醍醐味を知る機
会も有効なのではないか、地域の方々のお力もお借りし、教員の働き方

改革につなげたいという意見がありました。 

 
Ｂグループ： 

大人が働くことも子どもたちの学びも、課題に対して『できた』という

達成感を積み重ねることで、自信や自尊過剰が育ち、その結果、自己決
定や意思決定ができ、やりがいや充実感が生まれます。職場体験のよう

な取り組みを、学校と地域がともにできることが大切なのではないかと

いう意見がありました。 
 

Ｃグループ： 

目指す生徒像よりも前に、大人が、子ども達がこうなりたいと思える
姿であることが大切なのではないか、大人自身が目指す「大人像」がい

るのではという意見がありました。今後考えられる取り組みとしては、

多様な大人と関わる機会を増やすこと、子どもたちの思いを聞く機会を
もつこと、勝央町内で民泊するような実体験の機会を増やすこと、部活

動地域移行のための人材バンクをつくることなどの意見がでました。 

 
Ｄグループ： 

学校の目指す生徒像から、生徒の現状について考え、郷土愛をもつ、

チャレンジ精神がある、他者を思いやり自分を大切にする子どもたちに
なるといいなという意見がでました。そのためには、高校と連携した教

育活動を行ってもいいのではないかという意見がありました。また、そ

の他の意見として、制服や体操服などのストックを行うこと、部活動を
地域の方も一緒に指導するなどの意見がありました。 
 

 今後の予定  

次回は １月１６日（木）19時から       活発な意見交換・熟議ができ、 

視聴覚室にて             有意義な会になりました！ 


